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「気になる」子どもに関する研究（3）
̶幼稚園におけるADHDが疑われる子どもに対する支援と事例̶
嶋　野　重　行
本研究の目的は、幼稚園に在籍する「気になる」子どもの病理的症状とそれに対するコンサルテー
ションでの支援の効果について明らかにすることである。
まず、子どもの病理的症状を把握するために福井県教育センター（2006）が作成した「発達障害
のスクリーニング調査」を実施した。さらに、教師の支援内容を明らかにするために内山（2009）
らの作成した調査をM幼稚園とY幼稚園において実施した。実施の対象となったのは「気になる」
子ども 6名と、その担任である。その内訳では、ADHDが疑われる子どもが 2名、精神遅滞の境
界線の子どもが 1名、特定不能の広汎性発達障害（PDD－NOS）が疑われる子どもが 2名、高機
能自閉症が疑われる子どもが1名の合計6名の子どもである。この調査は6月と12月に実施された。
6月には有効な支援について幼稚園の教員に対して筆者がコンサルテーションした。
さらに 1事例を検討した結果、6月に支援介入した半年後の 12 月には子どもの病理的症状が有
意に改善されてきたことが示された。これによって、コンサルテーションによる教師の支援の有効
性がうかがわれた。
キーワード：「気になる」子ども　幼稚園　事例　コンサルテーション　支援の有効性
１　はじめに
平成 20（2008）年には幼稚園教育要綱と保
育所指針が改訂され、そこで障害のある子ども
に対しては個別の指導計画を作成するなどし
て、丁寧な支援をするように求められている。
幼児期の子どもには明らかに障害があるとはい
えない子どもが多いと思われるが、それは教育
的ニーズ・発達的ニーズにこたえていくという
視点から、支援が求められているのである。
さて、「気になる」子どもには明らかに障害
があるとはいえないが、特定不能の広汎性発達
障害が疑われる子どもが多いと思われ、丁寧な
支援が求められている。近年は幼稚園や保育所
において「気になる」子どもの存在が、発達障
害（LD、ADHD、高機能自閉症）との関連で
増えていると指摘されることが多く、特別支援
教育に対する関心が高くなってきている。幼児
期における「気になる」子どもについては、本
郷ら（2003、2006）、麻木（2004）、佐藤・小西
（2007）、内山ら（2009）、嶋野（2009）、徳田ら
（2010）が保育所・幼稚園での生活環境との関
連で検討している。
幼稚園や保育所の保育・教育活動において保
育者の「気になる」ことが明らかになったこと
に対して、それが「気づき」となり的確な支援
がなされることを考えれば、保育者が「気にな
る」と認知した子どもの行動特徴に対する支援
のあり方が検討される必要がある。
そこで、本研究の目的は、幼稚園に在籍する
5名の「気になる」子どもに対し、担任と支援
員はどのような病理的症状を「気になる」とと
らえ、それに対して、どのような支援を行って
いるのか明らかにする。さらに、幼稚園教員の
支援と子どもの変化を考察するためにADHD
の症状が顕著に現れている 1事例を取り上げ、
著者によるコンサルテーションの実施による教
師の支援と子どもの病理的症状の変化について
6月と 12 月の実態を比較した。これにより「気
になる」子どもへの支援の有効性を検討した。
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２　方法
（1）幼稚園における 6名の「気になる」子ども
について、実際に行っている担任の支援をア
ンケート調査によって明らかにする。
（2）ADHDが疑われる 1事例を取り上げ 6月
と 12 月とを比較して子どもの病理的な症状
と担任の支援内容の変化について検討する。
そのために、6 月と 12 月とに調査とその結
果を基にしたコンサルテーションを実施し、子
どもの行動特徴と担任の支援の実態について比
較検討する。
３　調査の材料
（1）調査対象
著者に発達相談のあったM市内M幼稚園 5
名と Y町 Y幼稚園 1 名、の計 6 名（男 4 名、
女 2名）の「気になる」子どもとそれら園の教
員 12 名。
（2）調査期日
①　子どもへの支援の実態
M幼稚園には 2009 年 5 月下旬にアンケート
調査を事前に担任と支援員に送付し、また、
6月 4 日には著者が訪問し、直接 5名の子ども
を観察した。7月 7 日には報告と具体的な支援
についての幼稚園教員 12 名とのコンサルテー
ション（情報交換会）を実施した。
Y幼稚園については 5月下旬にアンケート調
査を事前に送付し、担任が回答したものを返送
してもらった。6月 9 日に訪問し、直接 1名の
子どもを観察した。子どもの実態をまとめた報
告書を 6月下旬に送付した。Y幼稚園は遠隔地
ということもあり、訪問しての情報交換会は実
施しなかった。
②　支援情報のフィードバック
2009 年 7 月にM幼稚園に直接に出向いて報
告と具体的な支援についてコンサルテーション
を実施した。同様にY幼稚園は郵送によって
報告と具体的な支援についてコンサルテーショ
ンを行った。9月には様子を観察するため幼稚
園に出向き、担任から取組の様子を聞き取りし
た。
（3）材料について
①「支援の実態調査」
「気になる」子ども 5名への支援については、
内山・諏訪・安倍（2009）らの提案する支援内
容を基本に考えた。これは知的障害を伴わない
発達障害が疑われる子どものケースに対する支
援を中心に考えられた 104 項目で構成されるも
のである。例えば幼稚園で見られる 14 の事例
をあげ、それに対する支援として考えられた項
目である。
この支援については、望ましい支援とNG支
援を示している。「気になる」子どもの多くは
発達障害の症状と類似の症状を示しているため
に「できなさ」が目につき易いため、どうして
も子どもの理解に適合しない支援をしがちであ
る。それをNG支援と称している。
幼児教育に携わる保育者・教育者は、「しつ
け」という視点で子どもとかかわろうとする意
識がある。その「しつけ」という観点が入って
くるために主体性を認めるような受容的態度だ
けで接する教育的機能に加え要求的態度の両視
点から考えていくことが必要である。
教育活動では教える指導ということが強くな
りがちで、特に「気になる」子どもでは集団活
動にうまく適応できないために強い指導になり
がちである。実際に教師が子どもにかかわる時
には、支援の善し悪しは明確に意識せずに普通
の子どもとかかわり合うようにいろいろなかか
わり方をしている。しかし、そのかかわり方の
結果として、「気になる」子どもに混乱を生じ
させて、指導・支援の仕方がよく分からないと
いうことになる場合が多いと考えられる。
そこで、日常のかかわりの中で望ましいと思
われる支援を P（ポジティヴ）支援とし、NG
と思われる支援をN（ネガティヴ）支援と考え
た。N項目は P項目の反転項目（R項目）と
考えられた。
これには望ましくない反転項目も含まれてい
る（R）で表示した。これら項目に、「たいへ
ん配慮している」5点、「すこし配慮している」
4点、「どちらともいえない」3点、「あまり配
慮していない」2点、「まったく配慮していない」
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1点の5件法により支援の実態調査を実施した。
また、支援の対象とする領域については、嶋
野（2009）が幼稚園活動で見出した、教師の「気
になる」認知の「攻撃性」「活動性」「関係性」
「未熟性」の 4因子に従って 4領域に分類した。
②「気がかりな子どもの調査」
6名の子どもに対する実態調査は、福井県教
育センター（2006）が作成した「気がかりな子
どもの調査票」を使用した（資料参照）。この
調査の下位項目は「不注意」9項目、「多動性」
6項目、「衝動性」3項目、「対人面」5項目、「コ
ミュニケーション」4項目、「こだわり」7項目、
「奇妙さ」3項目、「心身面」6項目の 8領域 43
項目で構成されている。これは、「特別支援教
育の在り方に関する調査研究協力者会議におい
てまとめられた障害の定義、判断基準（試案）」
や石隈・田村（2003）の支援シート等を参考に
したものであり、DSM－ⅣのADHDなど医学
の診断基準に沿っている尺度項目である。子ど
もの病理的症状を測定できると思われる。
「対人面・行動面」を 3件法、1＝「ほとんど
ない（1 点）」、2＝「時々ある（2 点）」、3＝「頻
繁にある（3点）」とし、指数で表されるもの
である。
これを担任教師と補助員によって日常生活の
観察を通して、話し合って評定してもらった。
③　ADHDが疑われるA児の事例の検討
2009 年 7 月にM幼稚園へ直接に出向いて報
告と具体的な支援についてコンサルテーション
を実施した。9月には様子を観察しに幼稚園に
出向き、担任から取組の様子を確認した。最終
的には、12 月に 6 月に実施した同じ調査を実
施して、比較することでその変化を明らかにし
た。
4　支援についての調査結果
（1）支援の実態調査の結果と考察
この調査の支援項目の平均値を算出し、支援
の対象領域についても整理した。「気になる」
行動特徴に対して、それぞれ「関係性（言語・
対人）」、「攻撃性」、「活動性」、「未熟性」の行
動特徴に対して見出した領域に対して、内容面
で有効と考えられた支援を検討した。その結果
はTablel 1 の通りであった。
なお、標準偏差については、人数が少ないた
めに算出しなかった。平均値はあくまでも参考
値である。
Tablel 1　支援項目の平均値
N＝ 6
No. 内容 平均値 値域
5
人を叩く場合は叩く以外の意思表示の仕方を
教えるようにしている
4.83 攻撃性
81
無理に遊びに誘うのではなく、楽しんでいる
かどうかを見るようにしている
4.83 活動性
95
抱きあげたり、頭・手に触れたりしてスキン
シップをするようにしている
4.83 未熟性
2 こだわりは認めるようにしている 4.67 攻撃性
94 声をかけて安心できるようにしている 4.67 未熟性
73
かんしゃくの様子を観察し、原因を探るよう
にしている
4.50 攻撃性
4
次にすることを具体的な言葉で示すようにし
ている
4.33 関係性
1
おしゃべりが止まらない時には、関心を他の
方に向けるようにしている
4.33 未熟性
36 自発性を考え成長を見守るようにしている 4.33 未熟性
53
叩かれた子や周りの子には「大丈夫だよ」と
いい、安心感を与えるようにしている
4.33 攻撃牲
29
機会をとらえ、人の話を聞くように練習をし
ている
4.17 関係性
30
身振り表情などから本当に伝えたいことは何
かを探るようにしている
4.17 関係性
56
子どものお気に入りの場所、いつも行く所な
どを心にとめておくようにしている
4.17 活動性
6
乱暴になる時の状況を観察し、事前に止める
ようにしている
4.17 攻撃性
97
興味のあるものを提示し、教師から視線を合
わせるようにしている
4.17 関係性
17
活動への参加が困難な場合は本人の興味があ
るもので誘うようにしている
4.00 活動性
16 子どものペースを尊重するようにしている 4.00 活動性
88
箱におもちゃを入れて片付けるなど、終わり
をきちんとした形で伝えるようにしている
4.00 関係性
19
保護者と子どもとかかわる方法を共通理解し
連携するようにしている
4.00 関係性
98
手遊びなど模倣を重視した活動を取り入れる
ようにしている
4.00 未熟性
42
興奮しすぎないように冷静にかかわるように
している
3.83 攻撃性
60
無理やり行事や活動に参加させないようにし
ている
3.83 活動性
76
止まらない質問に対しては、納得するまで対
応し続けるようにしている（R）
3.83 未熟性
48
活動では手順を視覚的に伝えるようにしてい
る
3.83 活動性
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No. 内容 平均値 値域
55
叩いた相手に、その場でけじめをつけさせる
ためにきちんと謝らせるようにしている（R）
3.83 攻撃性
3
その子どもにとっての不快な刺激は取り除く
ようにしている
3.67 攻撃性
18
うちの子はこうだから、という保護者の考え
方を広げるようにしている
3.67 活動性
25
友達とかかわるきっかけを教師がつくるよう
にしている
3.67 関係性
39
社会的なルールは、機会をとらえ練習するよ
うにしている
3.67 活動性
46
本人のできるレベルに合わせるようにしてい
る
3.67 未熟性
80
遊びのルールを守らせるより、楽しむことを
考えるようにしている
3.67 活動性
87
次の活動に移れない時には、次の活動の道具
を見せて誘導するようにしている
3.67 活動性
104
クラスでは役割を与えて、自覚をうながすよ
うにしている
3.67 活動性
13
一日や一週間のスケジュールを予告し、見通
しを伝えるようにしている
3.50 活動性
83
ルール破りにはその都度、頻繁に注意するよ
うにしている（R）
3.50 攻撃性
91
お絵かきではどこに何を描くか具体的に指示
していくようにしている
3.50 活動性
77
興奮した場合はその場では注意せず、その場
から離れて落ち着かせるようにしている
3.33 攻撃性
14
学習などの活動に参加しやすい形で参加する
ようにしている
3.33 活動性
102
緊張する場面をつくり、なるべく慣れるよう
にしている（R）
3.33 関係性
50
物を投げたり、暴れたりした時に危険となる
物を片付けるようにしている
3.17 攻撃性
101
友だちと手を繋ぐ場面などをつくり、意図し
て共同活動を取り入れるようにしている
3.17 活動性
7
落ち着くように周囲の環境を変えていくよう
にしている
3.17 攻撃性
15
行事等では、状態に合ったように練習の仕方
を変えるようにしている
3.00 活動性
57
興奮しているときには、他の教職員の支援を
受けるようにしている
3.00 攻撃性
51
興奮しているときには、その場ですぐに説得
し、なだめるようにしている（R）
3.00 攻撃性
82
社会性を育てるためには、徹底してルールを
教えるようにしている（R）
3.00 活動性
20
給食を予め減らすなど上手に食べる方法を教
えるようにしている
3.00 関係性
27 参加しやすい時間に参加するようにしている 2.83 活動性
66
食べられないものは無理強いせず、残しても
よいことにしている
2.83 関係性
26 お気に入りの場所で過ごすようにしている 2.83 活動性
24
活動できない理由を探し、できるように環境
を調整するようにしている
2.83 活動性
63
無理に他の子との遊びを進めず、一人遊びを
認めるようにしている
2.83 活動性
No. 内容 平均値 値域
96
楽しい活動になるようにルールを工夫するよ
うにしている
2.83 活動性
99
リズムや音楽を取り入れた活動を多くするよ
うにしている
2.83 活動性
49
興奮したときは静かな場所に連れて行き、落
ち着くまでそばで見守るようにしている
2.67 攻撃性
78
興奮する場合は、よく説明して静めるように
している（R）
2.67 攻撃性
31
言いたいことを受けとめ言葉を正すのは、他
の場面でするようにしている
2.67 関係性
33
いろいろとルールを変えて本人と周囲の子ど
もが納得できるようにしている
2.67 活動性
103
集団活動では我慢することが大切なので、我
慢できるようにさせている（R）
2.67 活動性
22 楽しく食べる工夫をするようにしている 2.67 関係性
59
勝手な行動は二度としないように約束させ、
自覚を持たせるようにしている（R）
2.67 活動性
8
乱暴な子どもの保護者を孤立させないように
配慮している
2.67 攻撃性
37
絵や写真を使い、分かりやすくルールを説明
するようにしている
2.50 活動性
47
本人の興味の強いものを利用するようにして
いる
2.50 活動性
43
ルールを説明し、どうなれば終わりなのか、
終わりを予告するようにしている
2.50 活動性
90
言葉で「おしまい」と繰り返して教えるよう
にしている（R）
2.50 関係性
84
興奮したときには、静かな場所に移動し、興
奮を静めるようにしている
2.33 攻撃性
100 緊張する場面はつくらないようにしている 2.33 関係性
28
おしゃべりしていい時間や場所を伝えるよう
にしている
2.33 未熟性
61
達成感をもたせるため、無理してでもがんば
らせるようにしている（R）
2.33 活動性
64
参加を促すためには、無理にでも他の子ども
との遊びに誘うようにしている（R）
2.33 活動性
70
音を嫌がる時にはその場から離れることを認
めている
2.33 活動性
67
栄養のことを考え、無理にでも食べさせるよ
うにしている（R）
2.33 関係性
12
教室からの飛び出しの原因を探して環境を整
えるようにしている
2.17 活動性
45 活動での終了の仕方を教えるようにしている 2.17 活動性
58
勝手な飛び出しには、よい行動と悪い行動を
はっきりと教えるために叱りつけている（R）
2.17 活動性
89
活動が終わらない時にはせかして、強制的で
あっても終わらせるようにしている（R）
2.17 活動性
52
友だちに乱暴したときには、大きな声で叱り
つけ、止めさせるようにしている　（R）
2.17 攻撃性
69
感覚が過敏である場合は、音のボリュームを
下げるなど調節するようにしている
2.17 活動性
9
教室から飛び出せないような環境をつくるよ
うにしている
2.17 活動性
32
このゲームでは他の子どもが勝つかもしれな
いことを伝えるようにしている
2.2 活動性
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No. 内容 平均値 値域
40
興奮したときには落ち着ける場所を決めるよ
うにしている
2.00 攻撃性
92
お絵かきでは輪郭を教師が描き、それを子ど
もが塗ることで完成させるようにしている
2.00 活動性
93
「何でもいいからやってみよう」といい、自
由に活動させるようにしている（R）
2.00 活動性
74
ひとり言はいちいち気にかけないで、無視す
るようにしている（R）
2.00 関係性
23
活動に対しては「いや」のサインを決めてい
る
1.83 活動性
34
勝ち負けに関係ない活動や遊びをするように
している
1.83 活動性
54
叩いた時には、叩かれた痛みを本人にも分か
らせるため、同じようにしている（R）
1.83 攻撃性
68
給食を全部食べるまでは、好きなことができ
ないようにしている（R）
1.83 関係性
41 落ち着けるグッズを持たせるようにしている 1.67 未熟性
38
ルールを単純化するなど参加の仕方を工夫す
るようにしている
1.67 活動性
85
興奮したときには、興奮しても得にならない
ことを教えるために叱るようにしている（R）
1.67 攻撃性
79
「こだわるなら、もうやらないよ」といい、
別な遊びに切り替えるようにしている（R）
1.67 活動性
35 活動に勝負事を取り入れないようにしている 1.50 活動性
62
参加ができそうもない活動には、最初から参
加させないようにしている（R）
1.50 活動性
86
興奮したときには「はずかしい」ことである
と注意するようにしている
1.50 攻撃性
75
ひとり言は周りに迷惑がかかるので、強い口
調で繰り返し注意するようにしている（R）
1.50 関係性
65
「友達と仲良くあそぼうね」といいながら、
一人遊びをやめさせるようにしている（R）
1.50 活動性
44
見通しをもたせるために目で確認できる予定
表をつくるようにしている
1.33 活動性
71
姿勢が悪くなるので、耳ふさぎは止めるよう
にしている（R）
1.33 活動性
72
耳ふさぎをしなくても済むように、できるだ
け音に慣れさせるようにしている（R）
1.33 活動性
10
迷子になってもいいように迷子札をつけてお
くようにしている
1.17 活動性
11
集団から逸脱してもいいように携帯のGPS
機能などを活用している
1.00 活動性
21
料理のでき上がる過程を見せるようにしてい
る
1.00 活動性
①　平均値の高い項目
平均値が高いということは、6名の子どもに
対して 6名の担任が非常に配慮している支援内
容である。各領域に対する支援法として平均値
が高い項目をまとめると次のようになった。
＜関係性＞の領域
・「こだわりは認めるようにしている」（4.67）
・「次にすることを具体的な言葉で示すように
している」（4.50）
・「機会をとらえ、人の話を聞くように練習を
している」（4.17）
・「身振り表情などから本当に伝えたいことは
何かを探るようにしている」（4.17）
・「興味のあるものを提示し、教師から視線を
合わせるようにしている（4.17）
・「箱におもちゃを入れて片付けるなど、終わ
りをきちんとした形で伝えるようにしている」
（4.00）
・「保護者と子どもとかかわる方法を共通理解
し連携するようにしている」（4.00）
＜攻撃性＞の領域
・「人を叩く場合は叩く以外の意思表示の仕方
を教えるようにしている」（4.83）
・「かんしゃくの様子を観察し、原因を探るよ
うにしている」（4.50）
・「叩かれた子や周りの子には「大丈夫だよ」
といい、安心感を与えるようにしている」（4.33）
・「乱暴になる時の状況を観察し、事前に止め
るようにしている（4.17）
＜活動性＞の領域
・「無理に遊びに誘うのではなく、楽しんでい
るかどうかを見るようにしている」（4.83）
・「子どものお気に入りの場所、いつも行くと
ころなどを心にとめておくようにしている」
（4.17）
・「活動への参加が困難な場合は本人の興味が
あるもので誘うようにしている」（4.00）
・「子どものペースを尊重するようにしている」
（4.00）
＜未熟性＞の領域
・「声をかけて安心できるようにしている」
（4.83）
・「抱きあげたり、頭・手に触れたりしてスキ
ンシップをするようにしている」（4.83）
・「おしゃべりが止まらない時には、関心を他
の方に向けるようにしている」（4.33）
・「自発性を考え成長を見守るようにしている」
（4.33）
・「手遊びなど模倣を重視した活動を取り入れ
るようにしている」（4.00）
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平均値が3.0以上は、全部で48項目があった。
P支援項目は 44 項目、N支援項目は 4項目で
あった。
②　平均値の低い項目
この項目については、どの子どもに対しても
全く配慮していない項目である。
P項目であっても「迷子札を付ける」、「GPS
をつける」、「料理を作るところを見させる」、
などであった。
また、N支援項目が多くなっていた。
５　A児の事例
M幼稚園より、「気になる」子どもへの対応
についてアドバイスがほしいという依頼があっ
た。そこで、ADHDが疑われるA児について、
6月の調査と 12 月に観察と調査を実施し、そ
こで全教師に対してコンサルテーションを実施
した。その際に、本研究で明らかにされた支援
調査の結果に基づいて調査項目として、支援の
状況を明らかにし、担任と支援員にフィード
バックした。その取組の結果をまとめた。
①　生育歴
2005.3 月生まれ（4歳）、男。年中クラス。
家族状況：父、母、姉
話し始め（片言）：1歳、歩き始め：1歳 5カ月
就園前の様子：家の中で母親、姉と過ごすこと
が多かった。外との接触がほとんどなかった様
子である。体験入園では、保育室にある玩具に
次から次へと手を出し、落ち着きなく動き回っ
て遊んでいた。また、会話が一方的であった。
三歳児検診では、特に問題なかったとされた。
入園後に公的機関で発達相談を受ける。
②　実態
⒜　M市乳児総合診査にて、IQ＝77（田中ビ
ネー）、SQ＝68、落ち着きがなく、注意の転動
性がある。対人接触や自己統制も弱い。境界線
級と診査される。
⒝　「気がかりな子どもの調査」
A児に対する病理的症状についての指数は
Table 2、Fig.1。平均値についてはTable3、担
任評価の変化についてはFig.2の通りであった。
Table 2　A児の病理的症状の評定指数（％）
分類 担任 6月 担任 12 月 支援員 12 月
不注意 78 78 56
多動性 100 92 75
衝動性 100 47 33
対人面 60 33 60
コミュニケーション 63 38 25
こだわり 21 14 10
奇妙さ 50 33 33
心身面 0 0 10
Fig.1　A児の病理的症状の評定指数
Table 3　病理的症状の変化
基本統計量 担任 6月 担任 12 月 支援員 12 月
サンプル数 43 43 43
合計 92 82 76
平均値 2.14 1.91 1.77
標本標準偏差 0.91 0.87 0.78
50
100
心身面
奇妙さ
こだわり
コミュニケーション
対人面
担任 6月
担任12月
支援員12月
衝動性
多動性
不注意
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Fig.2　担任評価の平均値の変化
6 月と 12 月の病理的実態では、担任の評価
は、不注意と多動性はほとんど変わらないが、
衝動性と対人面、コミュニケーションが大幅に
ポイントを少なくしていた。担任は、衝動的に
動くことが少なくなってきたと感じており、対
人面・コミュニケーション面では改善されてき
たと思っている。不注意面では変わっていない
と捉えていたが、平均値では、有意な差があり
（T値＝2.8925、自由度＝42、P値＜ 0.003）、
全体的には大分周囲の子どもたちとの学習活動
ができるようになってきていると感じていた。
担任からの全体的なA児に対する文章によ
る評価も「製作活動は補助教員がついていれ
ば、なんとか最後まで行えることが多くなって
きた（途中で紙破り、捨てたりすることはある
が、声がけだけで再び活動することができてい
る）」、「朝の所持品の始末は、一人でできるよ
うになってきた」、一方で「朝の会に座って参
加することが最近は苦手である（呼名の際、床
に寝転がったり、他児と一緒に返事をしたりす
る）ことがみられる」「遊び、片付けが終わる
と他の子はトイレに行くが、走って体育館や他
の部屋に行ってしまう」ことがみられている。
③　支援
⒜　半年を通して担任と支援員が大変配慮して
きた支援項目
6 月と 12 月の「支援の実態調査」によっ
て、担任が大変配慮していると評定した項目は
Table4 の 9 項目であった。内容面では、他児
に対して攻撃的な行動をとることが多かったた
めか、興奮したり、不安定になったりした時の
対応が多くみられた。
Table 4　6・12 月ともに平均値が高かった支援項目
No. 内　　容
1
かんしゃくの様子を観察し、原因を探るようにし
ている
2 こだわりは認めるようにしている
4
次にすることを具体的な言葉で示すようにしてい
る
5
人を叩く場合は叩く以外の意思表示の仕方を教え
るようにしている
42
興奮しすぎないように冷静にかかわるようにして
いる
81
無理に遊びに誘うのではなく、楽しんでいるかど
うかを見るようにしている
94 声をかけて安心できるようにしている
95
抱きあげたり、頭・手に触れたりしてスキンシッ
プをするようにしている
97
興味のあるものを提示し、教師から視線を合わせ
るようにしている
⒝　支援項目の平均値
6月と 12 月の担任の平均値は 2.60 から 3.19
に高くなっていた。支援員も 12 月では、3.40
と高く、多くの面で配慮しながら本児とかか
わっていることが分かった（Table 5）。
Table 5　支援項目の平均値
　（N＝ 104）
基本統計量 6月担任 12 月担任 2月支援員
平均値 2.60 3.19 3.40
標本標準偏差 1.48 1.39 1.00
6 月と 12 月の担任について対応する母集団
の平均値の差のT検定を行った結果、支援に
ついて有意差があった（t 値＝5.271、自由度
＝103、片側 P値＜ 0.001（Fig.4）
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
12 月6月
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Fig.4　担任と支援員の支援
12 月時点で担任と支援員が子どもの病理的
症状の変化について同じような見方をしてい
るかをみるために、相関を算出した結果、α＝
0.628（N＝43，P＜ 0.001）であり、高い相関
がみられた。これは支援員においても担任と同
じような見方をしていることが分かった。
⒝　変化した支援項目
次に 6月と 12 月で 2 ポイント以上増えてき
た項目には 16 項目（Table6）と 2 ポイント以
上減った項目には 2項目があった（Table7）。
Table 6　配慮することが増えた支援項目
No. 内　　容
28
おしゃべりしていい時間や場所を伝えるように
している
50
物を投げたり、暴れたりした時に危険となるも
のを片付けるようにしている
57
興奮しているときには、他の教職員の支援を受
けるようにしている
7
落ち着くように周囲の環境を変えていくように
している
49
興奮したときは静かな場所に連れて行き、落ち
着くまでそばで見守るようにしている
78
興奮する場合は、よく説明して静めるようにし
ている（R）
25
友達とかかわるきっかけを教師がつくるように
している
44
見通しをもたせるために目で確認できる予定表
をつくるようにしている
93
「何でもいいからやってみよう」といい、自由に
活動させるようにしている（R）
96
楽しい活動になるようにルールを工夫するよう
にしている
63
無理に他の子との遊びを進めず、一人遊びを認
めるようにしている
69
感覚が過敏である場合は、音のボリュームを下
げるなど調節するようにしている
38
ルールを単純化するなど参加の仕方を工夫する
ようにしている
45 活動での終了の仕方を教えるようにしている
26 お気に入りの場所で過ごすようにしている
99
リズムや音楽を取り入れた活動を多くするよう
にしている
Table 7　配慮することが減った項目
No. 内　　容
66
食べられないものは無理強いせず、残してもよい
ことにしている
102
緊張する場面をつくり、なるべく慣れるようにし
ている（R）
本児の場合は、不注意、多動性、衝動性といっ
たADHD特有の病理的症状が強く見られたこ
とから、それらに対する支援が多くなり、日常
生活ではたくさん配慮されてきたと考えられる。
その結果、全体的には症状の変化に有意な差
が見られてきた。特に衝動性においては改善さ
れてきた。また、対人面とコミュニケーション
1.00
2.00
3.00
4.00
5.00
12月A支援員12月A担任6月A担任
平均値 標本標準偏差
2.60
3.19
α=.623
3.40
＊＊＊（P<.001）
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面では指数が 50％（Table 2）以下になり、病
理性を意識しなくなってきていることがうかが
われた。
しかし、減ってきた支援項目は 2領域と少な
く、まだ多くの支援が必要な子どもとして捉え
られていた。
６　まとめと今後の課題
「気になる」子どもの 6名の調査とそのなか
の 1事例を通し、実態と教師の「気になる」度
合いと子どもに対する支援の実態を検討した。
子どもの 5 名は不注意、衝動性などの
ADHDと類似の行動特性をもっており、それ
に対する教師の「気になる」問題意識があるこ
とがうかがわれた。また、その「気になる」こ
とに対して、教師が支援をする上で配慮してい
る内容が明らかになった。
今後は、「気になる」行動特徴に対して、そ
れぞれ「関係性」、「攻撃性」、「活動性」、「未熟
性」の「気になる」行動特徴に対して効果的で
あると考えられている支援内容の有効性が検討
される必要がある。
つまり、教育活動において、その支援を例え
ば数カ月間、継続して実行されることにより、
「気になる」子どもの行動特徴がどのように変
わってきたのかを明らかにしていく必要がある。
また、「気になる」ということを子どもと周
囲との関係障害と位置付けた場合、教師と子ど
もの関係のなかで、主観的な「気になる」認知
が減少することで、今まで強く「気になる」と
感じていた問題意識が馴化されていくことも現
実的には経験することである。よくベテランの
教師が、最初は「気になる」子どもを担任して
も、そのうちに、馴れたためにほとんど「気に
ならない」子どもになっていくことはよく経験
することである。これについては、さらに検討
を要するところである。
引用・参考文献
安藤忠・川原佐公（2008）特別支援保育に向けて―社
会性を育む保育その評価と支援の実際―　建帛社 .
Conners, C.K., Jett, L.J.（1999）Attention Defecit Hy-
peractivity Disorder（in Adults and Children）The 
Latest Assessment and Treatment Strategies. 佐々
木和義訳（2004）ADHD注意欠陥／多動性障害の子
への治療介入　金子書房 .
林　隆（2006）軽度発達障害児への気づきと支援シス
テム―ちょっと気になる子たちの幸せを願って̶軽
度発達障害児への「気づき」と対応システムについ
ての現状と課題，小児保健研究，66（2），195-197.
本郷一夫（2006）保育の場における「気になる」子ど
もの理解と対応―特別支援教育への接続―　ブレー
ン出版 .
本郷一夫・飯島典子・平川久美子・杉村僚子（2007）
保育の場における「気になる」子どもの理解と対応
に関するコンサルテーションの効果　LD研究，16
（3），pp254-264.
本郷一夫（2008）子どもの理解と支援のための発達ア
セスメント　有斐閣 .
星山麻木（2004）特別支援教育時代における療育の課
題―特別支援を必要とする乳幼児のための個別教育
支援計画と支援者の専門性―保健の科学，46（2），
137-142.
星山麻木（2008）障害児の保育―療育における地域支
援システムと連携の課題―保健の科学，50（7），
455-459.
石隈利紀（1999）学校心理学―教師・スクールカウン
セラー・保護者のチームによる心理教育的援助サー
ビス　誠信書房 .
梶正義・藤田継道（2006）通常学級に在籍する LD・
ADHD等が疑われる児童への教育的支援̶通常学級
担任へのコンサルテーションによる授業逸脱行動の
改善―　特殊教育学研究，44（4），243-252.
小林正幸・宮前義和（2007）子どもの対人スキルサポー
トガイド̶感情表現を豊かにする SST―　金剛出版 .
松木健一監修・福井県特別支援教育研究会（2006）す
ぐ役立つ特別支援教育コーディネーター入門　東京
書籍 .
中井富貴子・宇野宏幸也 005）教師用の子どもの行動
チェックリスト作成に関する調査研究―注意欠陥多
動性障害と広汎性発達障害に焦点をあてて―　特殊
教育学研究，43（3），183-192.
七木田敦編（2007）保育実践に基づく障害児保育―
ちょっと気になる子へのかかわり　保育出版 .
西村智子（2009）発達障害のリスク児に対する就学に
むけた支援のあり方　福岡教育大学大学院修士論文
抄録，25，pp121-128.
佐藤暁・小西淳子（2007）発達障害のある子の保育の
手だて―保育園・幼稚園・家庭の実践から―　岩崎
学術出版社 .
嶋野重行（2007）「気になる」子どもに関する研究―
短大生がとらえた「気になる」子どもの調査分析―　
4嶋野p23_34.indd   31 10/08/20   16:18
盛岡大学短期大学部紀要　第20巻
― 32 ―
盛岡大学短期大学部紀要，17，pp.21-35.
嶋野重行（2009）「気になる」子どもに関する研究（2）
―子どもの行動特徴に対する教育実習生の認知傾向
―　盛岡大学短期大学部紀要，19，pp.33-44.
田中康雄（2004）わかってほしい！気になる子　自閉症・
ADHDなどと向き合う保育　学習研究社 .
徳田克己・田熊立・水野智美（2010）気になる子ども
の保育ガイドブック　福村出版 .
内山登喜夫監修・諏訪利明・安倍陽子編（2009）　特別
支援教育を進める本 1こんなとき、どうする？発達
障害のある子への支援【幼稚園・保育園】　ミネルヴァ
書房 .
 
4嶋野p23_34.indd   32 10/08/20   16:18
嶋野：「気になる」子どもに関する研究（3）
― 33 ―
資料　「気になる」子どもについての調査
№ 内容
???
1 園での活動で、細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする
2 課題や遊びの活動で注意をし続けることが難しい
3 面と向かって話しかけられているのに、聞いていないようにみえる
4 指示に従えず、また活動を最後までやり遂げない
5 学習などの課題や活動を順序立てて行うことが難しい
6 気持ちを集中させて努力し続けなければならない課題を避ける
7 学習などの課題や活動に必要なものをなくしてしまう
8 気が散りやすい
9 日々の活動で忘れっぽい
???
10 手足をそわそわしたり、着席していてもじもじしたりする
11 授業中や座っているべき時に、席を離れてしまう
12 きちんとしていなければならない時に、過度に走り回ったりよじ登ったりする
13 遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい
14 じっとしていない。または何かに駆り立てられているように活動する
15 過度にしゃべる
???16 質問が終わらないうちに出し抜けに答えてしまう
17 順番を待つのが難しい
18 他の人がしていることをさえぎったり、じゃましたりする
???
19
いろいろなことを話すが、その時の場面や相手の感情や立場を理解していない。周りの人が困惑するようなことも、配慮しない
で言ってしまう
20 共感する動作（「身振り」「ほほ笑む」等のジェスチャー）が乏しい
21 友だちと仲良くしたいという気持ちはあるけれど、友達関係をうまく築けない。友達のそばにはいるが、一人で遊んでいる
22 仲の良い友だちがいない
23 球技やゲーム等グループで活動する時、仲間と協力することに考えが及ばない?????????
24 含みのあることばや嫌みを言われても分からず、ことば通りに受け止めてしまうことがある
25
会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりすることがある。感情が伝わらないような話し方をす
る
26 会話が一方的であったり、応答にならないことが多い（自分から質問しても、相手の回答を待たずに次の質問にいくことがある）
27
誰かに何かを伝える目標がなくても、場面に関係なく声を出す（例：唇を鳴らす、咳ばらい、喉を鳴らす、叫ぶ）ことや独り言
が多い
????
28 本人のこだわりのために、他の友だちの言動を許せないことがある
29 ある行動や考えに強くこだわることによって、簡単な日常の活動ができなくなることがある
30 自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる
31 特定の物に執着がある
32 他の子どもは興味をもたないようなことに興味があり、「自分だけの知識世界」をもっている
33
特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきちんとは理解していない。みんなから、「○○博士」「○○教授」と
言われている（例：カレンダー博士）
34 とても得意なことがある一方で、極端に不得手なものがある
???35 独特な表情や目つき、姿勢をしていることがある
36 常識が乏しい
37 他の子どもたちから、いじめられることがある
???
38 登園時刻になると腹痛、頭痛、発熱等を訴える
39 身体の不調を訴えることがある
40 休日の翌日や特定の活動がある日などに欠席する
41 顔色が良くなく、元気がない
42 何事もやる気がなく無気力である
43 急にやる気が落ちる
＊福井県特別支援教育研究会編著・松本健一監修『すぐに役立つ特別支援教育コーディネーター入門』
より「気がかりな子どもについての 1次調査」を嶋野が改編
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Research on the “Diﬃ  cult Child”（3）：Cases regarding 
Possible ADHD and their management at the Preschool Level
SHIGEYUKI SHIMANO
　　　　The purpose of this research is to clarify the pathological symptoms of “difficult 
children” registered in preschools and to clarify the eﬀ ect of the support based on the writer’s 
feedback about a survey’s result.
　　　　In order to carry this out, a screening survey of the development disability made by 
an educational center （2006） in Fukui Prefecture was made and the pathological symptoms of 
the children were clariﬁ ed. Also, a survey made by Mr. Uchiyama and others （2009） was made 
and the teachers’ support was clariﬁ ed. These two surveys were made in M preschool and Y 
preschool. These two surveys were made for six “Difficult Children” and their homeroom 
teachers. The six “Diﬃ  cult Children” in detail were two who might be ADHD, one child who 
might be on the border line of mental retardation, two children who might be on-specific 
PDD-NOS, and one child who might have a High-functioning autism disorder.
　　　　These surveys were made in June and December. In June, the writer gave feedback to 
the kindergarten teachers about the results so they could provide more eﬀ ective support.
　　　　Further, as a result of one review case, six months later the pathological symptoms of 
the children were signiﬁ cantly improved after the teachers had provided support from June. 
This certiﬁ es that the teachers’ support due to the feedback was eﬀ ective.
　　　　Key words : diﬃ  cult children, preschool, case, consultation, eﬀ ect of support
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